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平成 26 年 6 月 9日 

各 位 

会 社 名  株式会社 市進ホールディングス 

代 表 者  代表取締役社長 下屋 俊裕 

                        （ｺｰﾄﾞ番号 4645 東証 JASDAQ） 

問合せ先  取締役統括本部本部長 竹内 厚 

                        （TEL047-335-2840） 

 

 
（訂正・数値データ訂正）「平成 26 年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の 

一部訂正について 
 
 当社は、平成 26 年４月 11 日に発表いたしました「平成 26 年２月期決算短信〔日本基準〕（連

結）」について訂正がありましたのでお知らせいたします。また、数値データにも訂正がありまし

たので、訂正後の数値データも送信いたします。 
 

記 
１．訂正の理由 

「平成 26 年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の公表後に、監査の過程で監査法人から

指摘があり「４．連結財務諸表（４）連結キャッシュ・フロー計算書」の投資活動によるキ

ャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローにおいて、一部数値及び科目名に

ついて修正すべき箇所があったこと、また、「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経

営成績に関する分析」において、集団授業生徒数の記載で誤りがあったことが判明したため、

訂正するものです。なお、いずれも損益に与える影響はございません。 
 

２．訂正箇所 
訂正箇所には、下線を付しております。 

 
決算短信 サマリー情報 １ページ 
１．平成 26 年２月期の連結業績（平成 25 年３月１日～平成 26 年２月 28 日） 
 （３）連結キャッシュ・フローの状況 
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【訂正前】 

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

26年２月期 290 △85 △133 821

25年２月期 △694 △313 459 750

【訂正後】 

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

26年２月期 290 △152 △66 821

25年２月期 △694 △313 459 750

 
決算短信 ５ページ 
１. 経営成績・財政状態に関する分析 

（2）財政状態に関する分析 
 ②キャッシュ・フローの状況 
 
【訂正前】 
 ２．投資活動によるキャッシュ・フロー 

     投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度より 227 百万円支出額が減少

し、85 百万円の支出となりました。 
３．財務活動によるキャッシュ・フロー 
 財務活動によるキャッシュ・フローは、388 百万円の支出となりました。 

 
【訂正後】 
 ２．投資活動によるキャッシュ・フロー 

     投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度より 161 百万円支出額が減少

し、152 百万円の支出となりました。 
３．財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度より 526 百万円支出額が増加

し、66 百万円の支出となりました。 
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決算短信 16 ページ 
４．連結財務諸表 
（４）連結キャッシュ・フロー計算書 
 
【訂正前】 

（単位：千円） 

前連結会計年度

（自　平成24年３月１日

　至　平成25年２月28日）

当連結会計年度

（自　平成25年３月１日

　至　平成26年２月28日）

（中略）

投資活動によるキャッシュ・フロー

　定期預金の増減額（△は増加） 127,527 351,599

　有形固定資産の取得による支出 △ 252,626 △ 536,674

　映像授業コンテンツの制作による支出 △ 183,532 △ 140,370

　投資有価証券の取得による支出 △ 44,201 △ 71,562

　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
　支出

△ 115,550 　　

　長期貸付金の回収による収入 1,494 2,167

　敷金及び保証金の差入による支出 △ 196,968 △ 114,543

　敷金及び保証金の回収による収入 189,659 466,903

　その他 160,933 △ 42,809

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 313,265 △ 85,289

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の増減額（△は減少） 649,887 30,000

　長期借入れによる収入 2,203,890 910,000

　長期借入金の返済による支出 △ 2,097,702 △ 977,250

　社債の償還による支出 △ 24,000 △ 48,000

　配当金の支払額 △ 90,772 △ 90,272

　セール・アンド・リースバックによる収入 - 391,440

　リース債務の返済による支出 △ 181,742 △ 282,634

　その他の支出 - △ 66,715

　財務活動によるキャッシュ・フロー 459,559 △ 133,431
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【訂正後】 
（単位：千円） 

前連結会計年度

（自　平成24年３月１日

　至　平成25年２月28日）

当連結会計年度

（自　平成25年３月１日

　至　平成26年２月28日）

（中略）

投資活動によるキャッシュ・フロー

　定期預金の増減額（△は増加） 127,527 401,667

　有形固定資産の取得による支出 △ 252,626 △ 495,035

　映像授業コンテンツの制作による支出 △ 183,532 △ 140,370

　投資有価証券の取得による支出 △ 44,201 △ 71,562

　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
　支出

△ 115,550 -

　長期貸付金の回収による収入 1,494 8,927

　敷金及び保証金の差入による支出 △ 196,968 △ 114,543

　敷金及び保証金の回収による収入 189,659 386,308

　その他 160,933 △ 127,395

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 313,265 △ 152,005

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の増減額（△は減少） 649,887 30,000

　長期借入れによる収入 2,203,890 910,000

　長期借入金の返済による支出 △ 2,097,702 △ 977,250

　社債の償還による支出 △ 24,000 △ 48,000

　配当金の支払額 △ 90,772 △ 90,272

　セールアンド割賦バック取引による収入 - 391,440

　リース債務の返済による支出 △ 181,742 △ 215,919

　セールアンド割賦バック取引による支出 - △ 66,715

　財務活動によるキャッシュ・フロー 459,559 △ 66,716

                                          
決算短信 3 ページ 
１．経営成績・財政状態に関する分析 
（１） 経営成績に関する分析 

（中略） 
業態別業績の概況は以下のとおりであります。 

① 集団授業 
【訂正前】 
 （中略）この結果、平成 25 年 10 月現在生徒数は 23,855 名（前連結会計年度比 93.5％） 
【訂正後】 
 （中略）この結果、平成 25 年 10 月現在生徒数は 23,922 名（前連結会計年度比 93.7％） 
 

以上 


